
第４５号 第４５号八千代市農業委員会だより
八
千
代
市イ

メー
ジキャラクター「やっ

ち
」

私たちが新しい農業委員・推進委員です

よろしくお願いします

就
任
の
あ
い
さ
つ

八
千
代
市
農
業
委
員
会
会
長
　
小
名
木 

伸
雄

　
本
市
農
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
七
月
農
業
委
員
改
選
後
の
初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
役
所
を
退
職
し
て
か
ら
、
稲
作
の
規
模
拡
大
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
収
穫
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
よ
り
恐
れ
て
い
た
の
は
、
豪
雨
な
ど
自
然
の

脅
威
で
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
水
害
や
干
ば
つ
が
多
発
し

た
ら
ど
ん
な
に
農
家
が
頑
張
っ
て
も
、
作
物
を
作
る
こ
と
さ
え
ま

ま
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
昨
今
の
自
然
災
害
は
深
刻
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
活
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

主
に
、①「
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
」、②「
新
た
な

農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進
」、③「
遊
休
農
地
に
関

す
る
措
置
」
な
ど
に
係
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
農
業
者
の
皆
様

は
も
と
よ
り
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
度
荒
れ
た
農
地
を
元
に
戻
す
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
変
か
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。「
今
耕
し
て
い
る
農
地
を
、
耕
せ
る
う
ち

に
、
耕
せ
る
人
に
繋
い
で
ゆ
く
」
こ
れ
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農地の貸し借りは市への手続きが必要です！
農地の「時効取得」を知っていますか？

 正しい手続きをしないで、20年以上の間で農地の貸し借りが行われていた場合、農地
を借りている人が賃借権を取得することがあります。
　その場合、いざ農地を売ったり、貸したりするときには、農地を借りている人の同意
が必要になったり、離作料を請求される場合があります。

☟こんな農地はありませんか？

　●昔から手続きをせずに農地を貸して（借りて）いる。
　●手続きをしてあるのかもわからない農地を貸して（借りて）いる。
　●親戚・知人に信頼だけで貸して（借りて）いるので、手続きをしていない。
　●転作・税金等の関係があるので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。
　●手続きがめんどうなので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。
　●手続きをせずに農作業の受委託を行い、地主が相手方から賃借料をもらっている。
　●法律の要件に該当しないので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。

こんな時、またはこうなる前に、農政課・農業委員会へご相談ください。
【問い合わせ】 農政課 ☎４２１－６７６３（直通）　農業委員会事務局 ☎４２１－６７９３（直通）

　
農
業
者
年
金
で

　
　
生
活
の
安
定
・
安
心
を

　
次
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

　
①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
③
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　
　（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

　
ポ
イ
ン
ト
☜

◆
保
険
料
の
積
立
額
を
月
額
2
万
円

か
ら
6
万
7
千
円
の
間
で
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

◆
奥
様
も
単
独
で
入
る
こ
と
が
で

き
、
女
性
農
業
者
の
老
後
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
J
A
八
千
代
市

（
☎
4
5
0
-3
7
1
1
）
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
4
２
１
-

６
７
９
３
）
へ
。

　
全
国
農
業
新
聞
を

　
　
　
購
読
し
ま
せ
ん
か
？

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
経
営
と
暮
ら
し

に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
毎
週
金
曜
日
に
発
行
さ
れ
、
自
宅
に

配
送
さ
れ
ま
す
。
購
読
料
は
、
月
額

7
0
0
円
（
送
料
・
税
込
み
）
で
す
。

　
申
込
み
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

4
２
１
-６
７
９
３
）
へ
。

編
集
後
記

　
今
期
か
ら
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

編
集
を
行
う
広
報
委
員
で
す
。

　
委 

員 

長
 

間
野
　
惠
一
　
　

　
副
委
員
長
 

稲
垣
　
哲
也

　
委
　
　
員
 

佐
藤
　
孝
之

 

黒
澤
　
京
子

 

立
石
　
猛

 

綱
島
　
和
朗

 

長
岡
　
勇

　
以
上
７
名
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

令和２年１１月発行　
第４５号

発行　八千代市農業委員会
編集　広　報　委　員　会

〒２７６－８５０１
八千代市大和田新田３１２－５
電話０４７（４２１）６７９３（直通）
URL http://www.city.yachiyo.chiba.jp/
　　 500500/index.html

裁判になったら
負担が…
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小池・真木野・神久保・
島田台・大学町地区担当

戸田 真一
 と 　 だ 　 し ん い ち

麦丸地区担当

� 齋藤 孝一
　 　  さ い と う  こ う い ち

神野・保品・堀の内
地区担当

� 小名木 伸雄
 　 　  お  な  ぎ   の ぶ お　

︻
会
長
︼

大和田・萱田町・八千代台・
高津・高津東地区担当

� 稲垣 哲也
 　 　  い な が き 　 て つ や 　

桑橋・島田・桑納
地区担当

� 立石 勝則
　 　  た て い し  か つ の り

萱田・ゆりのき台
地区担当

9 花島　 淳
 　 　  は な し ま 　 　 あ つ し

（下市場・勝田台北
地区担当）

� 間野 惠一
 　 　  ま 　 の 　 け い い ち

︻
中
立
委
員
︼

小池・真木野・神久保・
島田台・大学町地区担当

8 佐藤 孝之
 　 　  さ と う 　 た か ゆ き

米本A（辺田・砂戸・
内宿・上宿）地区担当

7 加茂 太郎
　 　  か   も  　 た ろ う

吉橋・尾崎地区担当

5 安原　 清
 　 　  や す は ら 　 　 き よ し

大和田新田・緑が丘・
緑が丘西地区担当

6 將司　 実
 　 　  し ょ う じ 　 　 み の る

︻
会
長
職
務
代
理
者
︼

勝田・勝田台・勝田台南・村上・村
上南・下市場・勝田台北地区担当

4 鈴木 正範
 　 　  す ず き 　 ま さ の り

米本B（中宿・下宿・
稲荷前・逆水）地区担当

3 島村 隼人
 　 　  し ま む ら 　 は や と 　

上高野・下高野地区担当

2 黒﨑 玲子
 　 　  く ろ さ き 　 れ い こ 　

佐山・平戸地区担当

1 市川 和彦
　 　  い ち か わ  か ず ひ こ

新
任
の
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す 

（
議
席
番
号
1
〜
�
順
に
掲
載
。主
に
担
当
す
る
地
区
を
掲
載
）会

長
職
務
代
理
者
の
あ
い
さ
つ

將
司
　 実

　農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者

に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
將
司
と
申
し

ま
す
。

　農
家
の
皆
様
の
声
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
八
千
代
市
の
農
業
の
発

展
に
寄
与
す
る
た
め
、
職
務
代
理

者
の
職
責
を
果
た
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

23

新
任
の
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
を
紹
介
し
ま
す

（
主
に
担
当
す
る
地
区
を
掲
載
）上高野・下高野地区担当

小林 正樹
 こ ば や し 　 ま さ き 　

米本B（中宿・下宿・
稲荷前・逆水）地区担当

立石　 猛
 た て い し 　 　 た け し

米本A（辺田・砂戸・
内宿・上宿）地区担当

志田 啓佑
 し 　 だ 　 け い す け

勝田・勝田台・勝田台南・村上・村
上南・下市場・勝田台北地区担当

綱島 和朗
つ な し ま  か ず ろ う

麦丸地区担当

櫻井 正浩
さくら い  ま さ ひ ろ

桑橋・島田・桑納
地区担当

立石 秀夫
 た て い し 　 ひ で お 　

大和田・萱田町・八千代台・
高津・高津東地区担当

中䑓 保美
 な か だ い   や す み 　

萱田・ゆりのき台
地区担当

長岡　 勇
   な が お か  　 い さ む 　

大和田新田・緑が丘・
緑が丘西地区担当

鈴木 美登
　  す ず き 　 よ し の り 　

︻
推
進
副
委
員
長
︼

神野・保品・堀の内
地区担当

今井　 茂
　 い ま い  　 　 し げ る

︻
推
進
委
員
長
︼

第４５号八千代市農業委員会だより第４５号八千代市農業委員会だより

佐山・平戸地区担当

黒澤 京子
く ろ さ わ  き ょ う こ

吉橋・尾崎地区担当

吉橋 清一
よ し は し  せ い い ち

第
2
区
︵
睦
区
域
︶

第
3
区
︵
阿
蘇
区
域
︶

第
1
区
︵
大
和
田
区
域
︶
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45

﹁
令
和
3
年
度
八
千
代
市
農
業

施
策
に
関
す
る
意
見
書
﹂
の

提
出
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
10
月
14
日
、
農
業
委
員
会

か
ら
服
部
友
則
市
長
へ
「
令
和
3
年
度

八
千
代
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
具
体
的
な
施
策
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
遊
休
農
地
対
策
及
び
担
い
手
の

　
　
確
保
に
つ
い
て

　
八
千
代
市
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

第４５号八千代市農業委員会だより第４５号八千代市農業委員会だより

や
担
い
手
の
不
足
に
よ
っ
て
、
遊
休
農

地
面
積
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
令
和
元

年
度
の
遊
休
農
地
合
計
面
積
は
約
113
・

90
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
管
内
の
農
地

面
積
の
12
・
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
。

　
遊
休
農
地
は
、
長
期
間
放
置
す
る
こ

と
で
、
く
ず
な
ど
の
除
去
が
困
難
な
草

本
が
発
生
し
、
農
地
へ
の
復
元
が
困
難

に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
農
地
に
つ
い

て
、
あ
る
一
定
の

経
営
者
に
一
団
と

し
て
の
管
理
を
誘

導
す
る
こ
と
で
、

農
地
管
理
が
し
や

す
く
、
今
後
発
生

し
う
る
遊
休
農
地

も
未
然
に
防
止
で

き
る
。

　
よ
っ
て
、
借
り

手
が
認
定
農
業
者

ま
た
は
、
認
定
新

規
就
農
者
の
場
合

に
貸
し
手
農
家
及

び
借
り
手
農
家
の

両
者
に
補
助
（
市

独
自
補
助
）
を
創

設
し
、
表
１
の
と

お
り
予
算
確
保
を

願
い
た
い
。

２
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
の
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
取
り
組

み
強
化
が
要
望
と
し
て
多
く
上
が
っ
た
。

　
果
樹
へ
の
鳥
類
に
よ
る
被
害
は
顕
著

で
あ
り
、
対
策
は
多
目
的
防
災
網
な
ど

に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
防
災
網
設
置

に
つ
い
て
、
県
の
補
助
金
だ
け
で
は
、

補
助
率
の
低
さ
な
ど
、

十
分
な
も
の
で
は
な

い
。

　
よ
っ
て
、
県
の
補
助

に
併
せ
、
市
独
自
の
上

乗
せ
補
助
を
創
設
し
、

表
２
の
と
お
り
予
算
確

保
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
防
災
網
の

張
替
え
時
は
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
た
め
、
新
た

な
補
助
制
度
を
検
討
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
有
害

鳥
獣
の
数
を
減
ら
す
に

は
、
猟
友
会
に
よ
る
駆

除
が
主
な
手
段
と
な
る

が
、
近
年
は
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
免
許
取
得
に
対
す

新規設定（６年以上） 34件※１×双方（２名）×20,000円※２＝ 1,360,000円
再設定　（６年以上） 37件※１×双方（２名）×10,000円※２＝ 740,000円
  計 2,100,000円
※１　件数については、令和元年度実績値（契約筆数）。
※２　補助金については、船橋市の補助金額を参考に代入。

「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業の1/10上乗せ補助（市独自補助）
16,956,000円※３×1/10※４＝1,695,600円
※３　昨年度の次世代産地整備支援事業費総額。
※４　補助割合については、芝山町を参考に代入。

※５　減免割合については、50パーセントを想定。

る
助
成
金
の
検
討
、
さ
ら
に
は
、
電
気

柵
設
置
に
対
す
る
補
助
も
な
い
た
め
、

補
助
事
業
の
創
設
を
検
討
さ
れ
た
い
。

３
　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
研

修
室
や
調
理
実
習
室
は
農
業
振
興
上
の

利
用
に
対
し
、
使
用
料
免
除
が
規
則
で

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
販
売
所

や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
に
関
し
て

は
、
使
用
料
減
免
の
規
定
が
な
い
。

　
農
産
物
販
売
所
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
も
、
減
免

す
る
こ
と
で
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
農
業
振
興
を

目
的
と
し
た
施
設

の
設
置
や
、
農
業

従
事
者
と
一
般
市

民
の
交
流
の
場
、

農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
「
や

ち
よ
農
業
交
流
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
」

〈使用料の減免〉
〔追加〕農業者の経営意欲の増進並びに知識及び技術の向上
を図るための活動を行うために「農産物・加工品販売所」「農
産物加工所」「喫茶コーナー」を利用する場合100分の50※５

表
１

表
２

表
３

の
改
定
を
行
い
、
表
３
の
と
お
り
使
用

料
の
減
免
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
施
設
利
用
者
の
増
加
に
向

け
、
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た

い
。

４
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に

向
け
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

作
成
に
は
、

集
積
に
係
る

予
算
の
確
保

が
欠
か
せ
な

い
。

　
現
在
、
候

補
と
な
っ
て

い
る
「
島
田

（
島
田
・
島

田
谷
津
）
地

区
」
「
尾
崎

地
区
」
「
米

本
地
区
」

「
桑
納
川
地

区
」
に
つ
い

て
、
早
急
に

協
議
を
進

め
、
農
地
の

集
積
に
必
要

な
予
算
の
確

保
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
未
実
施
の
農
地
に
つ
い

て
、
土
地
改
良
事
業
等
の
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
協
議
の
場
の

設
置
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　
令
和
2
年
度
の
目
標
及
び

　
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向

け
、
目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動

計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
目
標
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

新
規
集
積
面
積
　
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

838
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

新
規
経
営
体
数
　
3
経
営
体

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

解
消
面
積
　
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

113
･
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

解
消
面
積
　
0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
違
反
転
用
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

︻
活
動
計
画
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

・
農
地
台
帳
調
査
時
に
所
有
農
地
に

対
す
る
意
向
調
査
を
行
う
。
　
　

（
12
月
）

・
意
向
調
査
を
基
に
利
用
集
積
可
能

な
農
地
を
台
帳
に
整
備
す
る
。

（
1
月
〜
2
月
）

・
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
政
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
意
見
集
約
を
図

る
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
に

随
時
対
応
す
る
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

・
管
内
全
域
の
農
地
の
巡
回
調
査
を

一
斉
に
実
施
（
＝
利
用
状
況
調

査
：
8
月
〜
9
月
）
し
、
遊
休
農

地
を
把
握
す
る
。

・
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農

地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
利
用
意
向
調
査
を
行

う
。

（
12
月
〜
翌
1
月
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

・
県
及
び
関
係
各
課
合
同
で
違
反
転

用
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

（
8
月
）

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
等
で
農
業
者

等
へ
周
知
を
行
う
。

（
11
月
及
び
翌
3
月
）

・
定
例
（
毎
月
）
現
地
調
査
の
際
、

併
せ
て
周
辺
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。

・
違
反
者
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
改
善
に
向
け
た
活
動
を
行

う
。
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﹁
令
和
3
年
度
八
千
代
市
農
業

施
策
に
関
す
る
意
見
書
﹂
の

提
出
に
つ
い
て

　
令
和
2
年
10
月
14
日
、
農
業
委
員
会

か
ら
服
部
友
則
市
長
へ
「
令
和
3
年
度

八
千
代
市
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
具
体
的
な
施
策
の
提
案
を

行
い
ま
し
た
。

　
意
見
書
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
遊
休
農
地
対
策
及
び
担
い
手
の

　
　
確
保
に
つ
い
て

　
八
千
代
市
で
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

第４５号八千代市農業委員会だより第４５号八千代市農業委員会だより

や
担
い
手
の
不
足
に
よ
っ
て
、
遊
休
農

地
面
積
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
令
和
元

年
度
の
遊
休
農
地
合
計
面
積
は
約
113
・

90
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
管
内
の
農
地

面
積
の
12
・
25
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

い
る
。

　
遊
休
農
地
は
、
長
期
間
放
置
す
る
こ

と
で
、
く
ず
な
ど
の
除
去
が
困
難
な
草

本
が
発
生
し
、
農
地
へ
の
復
元
が
困
難

に
な
る
が
、
そ
れ
ら
の
農
地
に
つ
い

て
、
あ
る
一
定
の

経
営
者
に
一
団
と

し
て
の
管
理
を
誘

導
す
る
こ
と
で
、

農
地
管
理
が
し
や

す
く
、
今
後
発
生

し
う
る
遊
休
農
地

も
未
然
に
防
止
で

き
る
。

　
よ
っ
て
、
借
り

手
が
認
定
農
業
者

ま
た
は
、
認
定
新

規
就
農
者
の
場
合

に
貸
し
手
農
家
及

び
借
り
手
農
家
の

両
者
に
補
助
（
市

独
自
補
助
）
を
創

設
し
、
表
１
の
と

お
り
予
算
確
保
を

願
い
た
い
。

２
　
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

　
令
和
元
年
度
の
農
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト

に
お
い
て
、
鳥
獣
被
害
対
策
へ
の
取
り
組

み
強
化
が
要
望
と
し
て
多
く
上
が
っ
た
。

　
果
樹
へ
の
鳥
類
に
よ
る
被
害
は
顕
著

で
あ
り
、
対
策
は
多
目
的
防
災
網
な
ど

に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
防
災
網
設
置

に
つ
い
て
、
県
の
補
助
金
だ
け
で
は
、

補
助
率
の
低
さ
な
ど
、

十
分
な
も
の
で
は
な

い
。

　
よ
っ
て
、
県
の
補
助

に
併
せ
、
市
独
自
の
上

乗
せ
補
助
を
創
設
し
、

表
２
の
と
お
り
予
算
確

保
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
防
災
網
の

張
替
え
時
は
補
助
対
象

と
な
ら
な
い
な
ど
の
課

題
も
あ
る
た
め
、
新
た

な
補
助
制
度
を
検
討
さ

れ
た
い
。
ま
た
、
有
害

鳥
獣
の
数
を
減
ら
す
に

は
、
猟
友
会
に
よ
る
駆

除
が
主
な
手
段
と
な
る

が
、
近
年
は
狩
猟
免
許

を
取
得
す
る
者
が
少
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
免
許
取
得
に
対
す

新規設定（６年以上） 34件※１×双方（２名）×20,000円※２＝ 1,360,000円
再設定　（６年以上） 37件※１×双方（２名）×10,000円※２＝ 740,000円
  計 2,100,000円
※１　件数については、令和元年度実績値（契約筆数）。
※２　補助金については、船橋市の補助金額を参考に代入。

「輝け！ちばの園芸」次世代産地整備支援事業の1/10上乗せ補助（市独自補助）
16,956,000円※３×1/10※４＝1,695,600円
※３　昨年度の次世代産地整備支援事業費総額。
※４　補助割合については、芝山町を参考に代入。

※５　減免割合については、50パーセントを想定。

る
助
成
金
の
検
討
、
さ
ら
に
は
、
電
気

柵
設
置
に
対
す
る
補
助
も
な
い
た
め
、

補
助
事
業
の
創
設
を
検
討
さ
れ
た
い
。

３
　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
農
業
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
研

修
室
や
調
理
実
習
室
は
農
業
振
興
上
の

利
用
に
対
し
、
使
用
料
免
除
が
規
則
で

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
農
産
物
販
売
所

や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
に
関
し
て

は
、
使
用
料
減
免
の
規
定
が
な
い
。

　
農
産
物
販
売
所
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
に

つ
い
て
も
、
減
免

す
る
こ
と
で
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
農
業
振
興
を

目
的
と
し
た
施
設

の
設
置
や
、
農
業

従
事
者
と
一
般
市

民
の
交
流
の
場
、

農
業
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
よ
っ
て
、
「
や

ち
よ
農
業
交
流
セ

ン
タ
ー
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る

条
例
施
行
規
則
」

〈使用料の減免〉
〔追加〕農業者の経営意欲の増進並びに知識及び技術の向上
を図るための活動を行うために「農産物・加工品販売所」「農
産物加工所」「喫茶コーナー」を利用する場合100分の50※５

表
１

表
２

表
３

の
改
定
を
行
い
、
表
３
の
と
お
り
使
用

料
の
減
免
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
施
設
利
用
者
の
増
加
に
向

け
、
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
た

い
。

４
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に

向
け
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

作
成
に
は
、

集
積
に
係
る

予
算
の
確
保

が
欠
か
せ
な

い
。

　
現
在
、
候

補
と
な
っ
て

い
る
「
島
田

（
島
田
・
島

田
谷
津
）
地

区
」
「
尾
崎

地
区
」
「
米

本
地
区
」

「
桑
納
川
地

区
」
に
つ
い

て
、
早
急
に

協
議
を
進

め
、
農
地
の

集
積
に
必
要

な
予
算
の
確

保
を
願
い
た
い
。

　
そ
の
他
、
未
実
施
の
農
地
に
つ
い

て
、
土
地
改
良
事
業
等
の
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
地
域
で
の
協
議
の
場
の

設
置
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。

　
令
和
2
年
度
の
目
標
及
び

　
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向

け
、
目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動

計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
目
標
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

新
規
集
積
面
積
　
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

838
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

新
規
経
営
体
数
　
3
経
営
体

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

解
消
面
積
　
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

113
･
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

解
消
面
積
　
0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
違
反
転
用
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

︻
活
動
計
画
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

・
農
地
台
帳
調
査
時
に
所
有
農
地
に

対
す
る
意
向
調
査
を
行
う
。
　
　

（
12
月
）

・
意
向
調
査
を
基
に
利
用
集
積
可
能

な
農
地
を
台
帳
に
整
備
す
る
。

（
1
月
〜
2
月
）

・
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
政
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
意
見
集
約
を
図

る
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
に

随
時
対
応
す
る
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

・
管
内
全
域
の
農
地
の
巡
回
調
査
を

一
斉
に
実
施
（
＝
利
用
状
況
調

査
：
8
月
〜
9
月
）
し
、
遊
休
農

地
を
把
握
す
る
。

・
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農

地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
利
用
意
向
調
査
を
行

う
。

（
12
月
〜
翌
1
月
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

・
県
及
び
関
係
各
課
合
同
で
違
反
転

用
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

（
8
月
）

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
等
で
農
業
者

等
へ
周
知
を
行
う
。

（
11
月
及
び
翌
3
月
）

・
定
例
（
毎
月
）
現
地
調
査
の
際
、

併
せ
て
周
辺
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。

・
違
反
者
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
改
善
に
向
け
た
活
動
を
行

う
。
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「持続化給付金」の申請期間の終了日が

近づいています！

※６　面積は想定。　　※７　単価は１ha（ヘクタール）当たり10万円の場合。

の
改
定
を
行
い
、
表
３
の
と
お
り
使
用

料
の
減
免
を
願
い
た
い
。

４
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に

向
け
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

作
成
に
は
、
集
積
に
係
る
予
算
の
確
保

が
欠
か
せ
な
い
。

　
現
在
、
候
補
と
な
っ
て
い
る
「
島
田

（
島
田
・
島

田
谷
津
）
地

区
」
「
尾
崎

地
区
」
「
米

本
地
区
」

「
桑
納
川
地

区
」
に
つ
い

て
、
早
急
に

協
議
を
進

め
、
農
地
の

集
積
に
必
要

な
予
算
の
確

保
を
願
い
た

い
。

　
加
え
て
、

地
域
で
の
協

議
の
場
の
設

置
に
取
り
組

み
、
土
地
改

良
事
業
等
の

（例）中間管理事業（機構集積協力金）
・「島田（島田・島田谷津）地区」 20.0ha※６×100,000円※７＝ 2,000,000円
・「尾崎地区」 15.0ha※６×100,000円※７＝ 1,500,000円
・「米本地区」 30.0ha※６×100,000円※７＝ 3,000,000円
・「桑納川地区」 30.0ha※６×100,000円※７＝ 3,000,000円
  計 9,500,000円

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　　
令
和
2
年
度
の
目
標
及
び

　
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向

け
、
目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動

計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
目
標
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

新
規
集
積
面
積
　
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

838
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

新
規
経
営
体
数
　
3
経
営
体

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

解
消
面
積
　
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

113
･
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

※
管
内
の
違
反
転
用
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

︻
活
動
計
画
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

・
農
地
台
帳
調
査
時
に
所
有
農
地
に

対
す
る
意
向
調
査
を
行
う
。
　
　

（
12
月
）

・
意
向
調
査
を
基
に
利
用
集
積
可
能

な
農
地
を
台
帳
に
整
備
す
る
。

（
1
月
〜
2
月
）

・
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
政
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
意
見
集
約
を
図

る
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
に

随
時
対
応
す
る
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

・
管
内
全
域
の
農
地
の
巡
回
調
査
を

一
斉
に
実
施
（
＝
利
用
状
況
調

査
：
8
月
〜
9
月
）
し
、
遊
休
農

地
を
把
握
す
る
。

・
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農

地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
利
用
意
向
調
査
を
行

う
。

（
12
月
〜
翌
1
月
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

・
県
及
び
関
係
各
課
合
同
で
違
反
転

用
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

（
8
月
）

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
等
で
農
業
者

等
へ
周
知
を
行
う
。

（
11
月
及
び
翌
3
月
）

・
定
例
（
毎
月
）
現
地
調
査
の
際
、

併
せ
て
周
辺
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。

・
違
反
者
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
改
善
に
向
け
た
活
動
を
行

う
。

　　
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
様

　
令
和
2
年
7
月
19
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
左
記
の
方
々
が
委
員
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
農

業
者
の
地
位
の
向
上
と
市
の
農
業
振

興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
農
業
委
員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

浅
野
　
正
夫

石
井
　
忠
德

江
野
澤
　
隆
之

川
嶋
　
和
義
（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
）

　
原
　
直
也

深
山
　
信
夫

◆
推
進
委
員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

石
井
　
孝
治

鈴
木
　
勉

立
石
　
輝
雄

蜂
谷
　
與

村
田
　
一
夫

山
﨑
　
良
弘



　新型コロナウイルスの感染拡大により、全国の農林水産業及び食品産業に影
響が広がっているなか、政府は感染拡大によって大きな影響を受ける事業者に
対して、「持続化給付金制度」を創設しています。
　この給付金の申請受付は、令和３年１月15日で終了する予定となっています
ので、ご注意ください。申請方法等の詳細につきましては、農林水産省ホーム
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【相談ダイヤル】
　持続化給付金事業コールセンター
　0120-115-570

【IP 電話専用回線】03-6831-0613
　受付時間8：30～19：00（土曜日を除く月曜日から日曜日）
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「持続化給付金」の申請期間の終了日が

近づいています！

※６　面積は想定。　　※７　単価は１ha（ヘクタール）当たり10万円の場合。

の
改
定
を
行
い
、
表
３
の
と
お
り
使
用

料
の
減
免
を
願
い
た
い
。

４
　
人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
の
実
質
化
に

向
け
て
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
プ
ラ
ン

作
成
に
は
、
集
積
に
係
る
予
算
の
確
保

が
欠
か
せ
な
い
。

　
現
在
、
候
補
と
な
っ
て
い
る
「
島
田

（
島
田
・
島

田
谷
津
）
地

区
」
「
尾
崎

地
区
」
「
米

本
地
区
」

「
桑
納
川
地

区
」
に
つ
い

て
、
早
急
に

協
議
を
進

め
、
農
地
の

集
積
に
必
要

な
予
算
の
確

保
を
願
い
た

い
。

　
加
え
て
、

地
域
で
の
協

議
の
場
の
設

置
に
取
り
組

み
、
土
地
改

良
事
業
等
の

（例）中間管理事業（機構集積協力金）
・「島田（島田・島田谷津）地区」 20.0ha※６×100,000円※７＝ 2,000,000円
・「尾崎地区」 15.0ha※６×100,000円※７＝ 1,500,000円
・「米本地区」 30.0ha※６×100,000円※７＝ 3,000,000円
・「桑納川地区」 30.0ha※６×100,000円※７＝ 3,000,000円
  計 9,500,000円

促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　　
令
和
2
年
度
の
目
標
及
び

　
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

　
農
業
委
員
会
の
重
点
業
務
で
あ
る

「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
」
に
向

け
、
目
標
と
そ
の
達
成
の
た
め
の
活
動

計
画
を
策
定
し
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
目
標
及
び
活
動
計
画
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
目
標
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

新
規
集
積
面
積
　
10
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

838
ヘ
ク
タ
ー
ル

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

新
規
経
営
体
数
　
3
経
営
体

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

解
消
面
積
　
5
ヘ
ク
タ
ー
ル

※
管
内
の
遊
休
農
地
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

113
･
90
ヘ
ク
タ
ー
ル

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

※
管
内
の
違
反
転
用
面
積

（
令
和
2
年
3
月
現
在
）

0.17
ヘ
ク
タ
ー
ル

︻
活
動
計
画
︼

①
担
い
手
へ
の
農
地
の

　
利
用
集
積
・
集
約
化

・
農
地
台
帳
調
査
時
に
所
有
農
地
に

対
す
る
意
向
調
査
を
行
う
。
　
　

（
12
月
）

・
意
向
調
査
を
基
に
利
用
集
積
可
能

な
農
地
を
台
帳
に
整
備
す
る
。

（
1
月
〜
2
月
）

・
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
を
促

進
す
る
た
め
、
農
政
部
門
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
意
見
集
約
を
図

る
。

②
新
た
な
農
業
経
営
を

　
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進

・
新
規
就
農
希
望
者
か
ら
の
相
談
に

随
時
対
応
す
る
。

③
遊
休
農
地
に
関
す
る
措
置

・
管
内
全
域
の
農
地
の
巡
回
調
査
を

一
斉
に
実
施
（
＝
利
用
状
況
調

査
：
8
月
〜
9
月
）
し
、
遊
休
農

地
を
把
握
す
る
。

・
利
用
状
況
調
査
の
結
果
、
遊
休
農

地
と
判
定
さ
れ
た
農
地
の
所
有
者

に
対
し
、
利
用
意
向
調
査
を
行

う
。

（
12
月
〜
翌
1
月
）

④
違
反
転
用
へ
の
適
正
な
対
応

・
県
及
び
関
係
各
課
合
同
で
違
反
転

用
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
。

（
8
月
）

・
農
業
委
員
会
だ
よ
り
等
で
農
業
者

等
へ
周
知
を
行
う
。

（
11
月
及
び
翌
3
月
）

・
定
例
（
毎
月
）
現
地
調
査
の
際
、

併
せ
て
周
辺
農
地
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
行
う
。

・
違
反
者
に
対
し
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
改
善
に
向
け
た
活
動
を
行

う
。

　　
退
任
さ
れ
た
委
員
の
皆
様

　
令
和
2
年
7
月
19
日
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
左
記
の
方
々
が
委
員
を
退

任
さ
れ
ま
し
た
。
多
年
に
わ
た
り
農

業
者
の
地
位
の
向
上
と
市
の
農
業
振

興
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

◆
農
業
委
員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

浅
野
　
正
夫

石
井
　
忠
德

江
野
澤
　
隆
之

川
嶋
　
和
義
（
令
和
2
年
3
月
31
日
付
）

　
原
　
直
也

深
山
　
信
夫

◆
推
進
委
員
（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）

石
井
　
孝
治

鈴
木
　
勉

立
石
　
輝
雄

蜂
谷
　
與

村
田
　
一
夫

山
﨑
　
良
弘
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八
千
代
市イ

メー
ジキャラクター「やっ

ち
」

私たちが新しい農業委員・推進委員です

よろしくお願いします

就
任
の
あ
い
さ
つ

八
千
代
市
農
業
委
員
会
会
長
　
小
名
木 

伸
雄

　
本
市
農
業
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
農
業
委
員
会
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
七
月
農
業
委
員
改
選
後
の
初
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員

各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
光
栄
で
あ

る
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
役
所
を
退
職
し
て
か
ら
、
稲
作
の
規
模
拡
大
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
の
収
穫
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
コ
ロ
ナ
よ
り
恐
れ
て
い
た
の
は
、
豪
雨
な
ど
自
然
の

脅
威
で
し
た
。
気
候
変
動
に
よ
っ
て
、
水
害
や
干
ば
つ
が
多
発
し

た
ら
ど
ん
な
に
農
家
が
頑
張
っ
て
も
、
作
物
を
作
る
こ
と
さ
え
ま

ま
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ほ
ど
昨
今
の
自
然
災
害
は
深
刻
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
活
動
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

主
に
、①「
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
」、②「
新
た
な

農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
者
の
参
入
促
進
」、③「
遊
休
農
地
に
関

す
る
措
置
」
な
ど
に
係
る
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
農
業
者
の
皆
様

は
も
と
よ
り
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
度
荒
れ
た
農
地
を
元
に
戻
す
こ
と
が
ど
ん
な
に
大
変
か
皆
様

ご
承
知
の
と
お
り
で
す
。「
今
耕
し
て
い
る
農
地
を
、
耕
せ
る
う
ち

に
、
耕
せ
る
人
に
繋
い
で
ゆ
く
」
こ
れ
が
大
事
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。
三
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農地の貸し借りは市への手続きが必要です！
農地の「時効取得」を知っていますか？

 正しい手続きをしないで、20年以上の間で農地の貸し借りが行われていた場合、農地
を借りている人が賃借権を取得することがあります。
　その場合、いざ農地を売ったり、貸したりするときには、農地を借りている人の同意
が必要になったり、離作料を請求される場合があります。

☟こんな農地はありませんか？

　●昔から手続きをせずに農地を貸して（借りて）いる。
　●手続きをしてあるのかもわからない農地を貸して（借りて）いる。
　●親戚・知人に信頼だけで貸して（借りて）いるので、手続きをしていない。
　●転作・税金等の関係があるので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。
　●手続きがめんどうなので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。
　●手続きをせずに農作業の受委託を行い、地主が相手方から賃借料をもらっている。
　●法律の要件に該当しないので、手続きをせずに貸して（借りて）いる。

こんな時、またはこうなる前に、農政課・農業委員会へご相談ください。
【問い合わせ】 農政課 ☎４２１－６７６３（直通）　農業委員会事務局 ☎４２１－６７９３（直通）

　
農
業
者
年
金
で

　
　
生
活
の
安
定
・
安
心
を

　
次
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
誰
で
も
加

入
で
き
ま
す
。

　
①
20
歳
以
上
60
歳
未
満

　
②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

　
③
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

　
　（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

　
ポ
イ
ン
ト
☜

◆
保
険
料
の
積
立
額
を
月
額
2
万
円

か
ら
6
万
7
千
円
の
間
で
自
由
に

決
め
ら
れ
ま
す
。

◆
奥
様
も
単
独
で
入
る
こ
と
が
で

き
、
女
性
農
業
者
の
老
後
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
J
A
八
千
代
市

（
☎
4
5
0
-3
7
1
1
）
ま
た
は

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
4
２
１
-

６
７
９
３
）
へ
。

　
全
国
農
業
新
聞
を

　
　
　
購
読
し
ま
せ
ん
か
？

　
全
国
農
業
新
聞
は
、
経
営
と
暮
ら
し

に
役
立
つ
農
業
総
合
専
門
紙
で
す
。

　
毎
週
金
曜
日
に
発
行
さ
れ
、
自
宅
に

配
送
さ
れ
ま
す
。
購
読
料
は
、
月
額

7
0
0
円
（
送
料
・
税
込
み
）
で
す
。

　
申
込
み
は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎

4
２
１
-６
７
９
３
）
へ
。

編
集
後
記

　
今
期
か
ら
の
農
業
委
員
会
だ
よ
り
の

編
集
を
行
う
広
報
委
員
で
す
。

　
委 

員 

長
 

間
野
　
惠
一
　
　

　
副
委
員
長
 

稲
垣
　
哲
也

　
委
　
　
員
 

佐
藤
　
孝
之

 

黒
澤
　
京
子

 

立
石
　
猛

 

綱
島
　
和
朗

 

長
岡
　
勇

　
以
上
７
名
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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裁判になったら
負担が…
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